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Abstract 

It has been known that the shells of some molluscs, i.e., Geloina and Telescopium are 

corroded in the recent mangrove swamps of southwest Asia. We can also see the shell 

corrosion of a gastropod Vicmya from the late Early to early Middle Miocene (N. 8-9) at 

Kaisekidani and Myoga in Shobara and at Kaid and Uetsukinaka in Tsuyama area, southwest 

Japan. Accordingly, we report here the result of observation of the shell corrosion of Vicmya 

yokoyamai specimens associated with Geloina in the Miocene mangrove swamps. 

The Vicarya specimens from Kaid are somewhat corroded on the apical whorls. On the 

other hand, the Vicmya specimens from Kaisekidani are noteworthy corroded. Some specimens 

lack the whole spines and spiral cords on the shell surfaces. Some ones are trigonal in 

transverse section, and have a normal surface and two corroded surfaces on the whorls. 

Sometimes, we can see the corroded Vicmya specimens attached to by oysters. As a conclusion 

induced by observation of the shell corrosion on Vicmya specimens, the Miocene mangrove 

swamps had the acid bottom environment surely like the recent mangrove swamps have. 

::t-'7-1-": J±/JlCBJ:tf'~Ll.t:tm~, i:p~-Jit. ciJ 1)7, 7::,,:7"0-7"iB, Jl\'f)07t:l!t. 
Key words: Shobara and Tsuyama areas, Miocene (N. 8-9), Vicmya, mangrove swamp, shell 

corrosion. 
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まえがき

広島県庄原市宮内町(旧称新築町)の中新統備北層群

から Vicm抑を採集できるが，ここからの Vicm抑に

は献を失った，あるいはそれに近い標本がしばしば採集

される (Pl.6， Figs. 6-10). 岡本はこの産地の Vicar)況

のこの様な状態についてかねてから疑問をもっていた.

1991年秋岡本はたまたま Plaziat博士を同地に案内し

て Geloina，Vicaryaなどの貝類化石を採集した際，この

状態がマング、ロープ沼における貝類に認められる貝殻の

洛食 (shellcorrosion)現象であることを知った.

その後岡本は松尾 (1994)と共に庄原市と岡山県津山

市東側の中新統備北層群および勝困層群からの Vicarya

標本に認められる溶食現象を観察したので，その結果を

報告する.マングロープ沼に認められる員殻の洛食現象

を扱うために，マングロープ沼の指標となる Geloinaを

共産する産地からの Vicaηa yokoyamai Takeyama 

(Kanno， 1986)標本を扱った.

マンク、、ロープ招の貝殻の洛食現象について御教示頂

き，報文および標本を送って下さった SeniorLecture of 

Paris-Sud University J. C. Plaziat博士，この報告を

まとめるために御教示下さった新潟大学名審教授津田禾

粒博士，拙稿を読んで、下さり御教示下きった名古屋大学

名春教授糸魚川淳二博士，写真作成の機会を与えられた

広島大学綿合科学部教授佐田公好博士，この原稿のため

色々とお世話下さった瑞j良市化石博物館柄津宏明博士，

更に庄原および津山地域防caηα標本を観察 ・検討させ

て下さった庄原市広瀬繁登氏および津山市大林篤稽氏に

厚くお礼申し上げます.

マングロープ沼環境での貝殻の溶食 (shellcorrosion) 

溶食 (corrosion)と呼ばれる現象は“淡水域，汽水域，

干潟，低水温などの酸性環境"(伊左治， 1994)に認めら

れ，またその言葉の意味にも多様性がある (Ziegler，

1980) . 

“珊瑚礁上のマングローブ沼では CaC03の急速な溶

食が起こる.印度洋のアルタ。パラ諸島でのこのことは

1887年にWhartonによって最初に記録されたJ ・・"と

Revelle and Fairbridge (1957)が述べており，マング

ロープ沼における貝殻の溶食は古くから知られている.

ここでは Plaziat(1984)および津田ほか (1993)が用

いたマングローブ沼での員殻の溶食(shellcorrosion)の

意味で用いる.

東南アジア地域のマンクゃロープ沼では TelescoPium 

telescoρzumおよび Gel，伽Oω1

るようでで、ある.酸性の所では Geloinaは殻皮(層)が失

われ，殻質(層)の表面が溶けている(津田ほか， 1993). 

庄原市宮内町貝石谷入口の備北層群下部砂岩層から最

初に採集された Geloinayamanei標本 (Pl.6， Fig. 2) 

では殻頂から殻の前中央部にかけて殻が溶食された痕跡

が明らかに残されている.そしてその周辺部には藻類

(bluegreen algae)によって作られた微小な傷から発達

したと思われる小干しが認められる.最初微小孔が作られ

ることにより殻皮(層)が失われ，殻質(層)の化学的

溶食が促進されたと考えられる (Plaziat，1984). 

Pl. 6， Fig. 3はDiahotestuary， N ew Caledoniaの現生

Terebraliaρalustrisで螺塔部のほとんどが殻皮を失っ

ており，特に前}直面は殻質が著しく溶食されて曲面が平

面となっている.この面には茶褐色物質 (Fe，Mn)が沈

澱して，この平面を被覆・保護している (Plaziat，1984). 

殻頂部も溶食により失われたのであろう.

上述のようにマングロープ沼の土壌は酸性であるため

貝殻の溶食を生ずるが，その pHの値が中性の値を示す

場所でも Te1'ebralia μlustris は溶食されている

(Plaziat， 1984).通常の値は 5-7である.しかしシン

カ。ポールでは 2-3の強酸性の所もある(糸魚川の談話

による;津田ほか， 1993). 

化石産地および標本

検討された Vicarya標本は広島県および岡山県の以

下に述べる地点からのものである.

1.広島県庄原市宮内11汀(旧称新築町)貝石谷入口

(Otuka， Loc. 1， 1938; Okamoto and Terachi， Loc. 1-7， 

1974;岡本ほか， Loc. Kal-2， 1990)ここでは備北層群下

部砂岩層の下部が分布し，Vicaηα 標本は一般に中一細

粒砂岩中に水平で、散在して産出する.Geloina yamanei 

が発見きれており (Okamotoand Terachi， 1974;岡本

ほか， 1990)，マングロープ沼環境下に生息した Vicaηa

である.筆者らおよび広瀬繁登の標本の中で保存良好の

138個を検討した.

2.広島県庄原市明賀(岡本ほか， Loc. Myb， 1989) 

ここでは備北層群下部砂岩層下部の泥岩が露出する.

3々caryaは稀に発見され，Geloina yamaneiも採集され

ている.また Avicennia(ヒルギ夕、、マシ)属の花粉が検

出されている(岡本ほか， 1989). わずか 8個の標本が検

討された.

3. 岡山県奈義町柿 (Taguchi，Loc. IIIA， 1981)勝田



Vicmyaの shellcorrosion 15 

層群吉野累層下部の泥岩で，ここを剥土した際に保存良

好の非常に多数の防cmyaおよび Cerithideaなどが採

集された.この地点でも Geloinayamanei， Geloina cf 

stachi， Telescopium cf. schenclu， Te1'ebmlia ito忽αωai，

Chico1'eus (Rhizoph01'ImU1'ex) ca，ρuchinus nagiensisの

マングロープ沼環境を示す種が報告されている (Tagu-

chi， 1981).筆者らは大林篤槽の採集している Vicarya標

本の150個体を検討できた.

4. 岡山県勝央町植月中長良 (Taguchi，Loc. II， 1981) 

勝困層群吉野累層下部の砂質頁岩から多数の Vicmya

が採集されている.Geloina yamaneiも1.5個であるが発

見されている (Taguchi，1981). 大林篤稽の採集した28

個体を検討した.

Vicαryαにみられる溶食の観察

1.観 察項目

各産地からの Vicaryaの観察項目を決定するに当た

り， Plaziat (1984)の研究例を参照し，また庄原市貝石

谷入口からの Vicaησ標本を大略観祭し，様々な浴食形

態と荷重による変形の 2分野などに着目した(第 1表参

照). 

溶食と変形の状態を記録するために，円錐形の Vz・ca-

1yaの円錐面を便宜的に前腹面と後背面を示す面を a，

-a面として a軸を設定し， a軸に直交する軸を b軸とし

て左側面 (b面)と右側面(-b)を表し，さらに蝶軸を

c軸とした (Pl.6， Fig. 1). 

A.溶食については，

第 1表 Vicaη'aにみられる形状変化

(A 1)溶食の認められるもの

(A 2)幼殻の部分のみが溶食されているもの

(A 3)側面の装飾(腕と螺肋など)と殻が溶食され

ているもの

(A 4)全体の装飾と殻が溶食されているもの

B.変形については，
(B 1)幼殻が欠如しているもの(採集時に失われた

ものが含まれる)

(B 2)荷重により断面が楕円になっているもの(殻

が破壊されているものを含む)

荷重による変形はa，b軸を含む面の最大径と最小径を

測定し，両者に 3mm以上の差があるものを一応楕円とし

て扱った.

観察中に殻の断面が三角形になっているものおよびカ

キの殻が Vicmyaに付着しているものがあったのでこ

れら 2項目を加えて，万全とは言い難いが，観察結果を

まとめることにした.

2.観察結果と考察

4産地からの Vicmya標本を観察したが，観察結果は

第1表のようにまとめられる.庄原市明賀と勝央町植月

中のれ'caryaは個体数が少ないので， 主として庄原市貝

石谷入口と奈義町柿からの標本の観察結果を述べて，考

察を加えたい.

A. i寄食をうけた標本

(A 1) 溶食の認められるもの

溶食をうけた標本は貝石谷では87%，明賀では88%，

植月中では86%に達し，ほぽ同様に浴食されている.し

Table 1. Shapes obs巴rvedon the corroded and deformed Vica1ya specimens 

ikJ! 
i容食 変形 i容食 ・荷重に

カキがてイい寸
yJJ殻の装飾側面の装飾全体の装飾 如幼穀が欠 荷重により断 角よりl断面が三 着し 検本個討標数

1容食の認め がi容食されがi容食されが溶食され してい 蘭が楕円にな 形になって
るもの

られるもの ているものているものているもの るもの っているもの
いるもの

音広宮1(1備砂島内県庄原市谷 a3j2i 120 72 -a 74 (54 10 66 81 21 13 138 
岩町北層層貝石群)下 (87) (52) b 2( 1 ( 7) (48) ( 57) (15) ( 9) 

-b 3( 2 

察官i
a ? 

7 5 -a ? l 3 8 。 ? 8 
(88) (63) b 1(13) (13) (38) (100) 

-b ? 

柿吉岡野山(勝県累那層困義)層群町

a叩7j
89 59 a 7( 5 34 59 85 。 ヲ 150 
(59) (39) b 0 (23) (39) ( 57) 

ーb 0 

槌層層岡)山月群県中吉勝(野勝央町累困

a 2( 7) 
24 20 -a 0 5 2 28 。 ? 28 
(86) (71) b 0 (18) ( 7) (100) 

-b 2( 7) 

(註)数字は標本個体数，( )の数字は検討標本の百分率.
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かし柿の標本では59%で前3者に比較して溶食されたも

のが少ない.

(A 2) 幼殻の部分のみが溶食されているもの

貝石谷では52%，柿では39%になる.これらの値は全

標本に対する幼殻の部分(装飾)が溶食されたものの割

合である.幼殻の欠如したものを除外した標本に対する

幼殻が溶食されたものの割合は貝石谷では100%，柿では

65%になる.貝石谷標本はすべて幼殻部分が洛食されて

いる (Pl.6， Figs. 5， 8， 9， 11). 

(A 3) 側面の装飾および殻が溶食されているもの

この観察結果で目立つものとして貝石谷標本の後背

(-a )面 (54%)と柿標本の前腹 (a)面 (17%)があ

げられる.柿の前腹面がi容食きれているのは Vicmyaが

殻口を下にした生存時の溶食を示す.ところが貝石谷の

後背面が洛食されているのは防cmツG が死後転動して

溶食が進行したのではないかと考えられ，柿と貝石谷で

は Vicm:仰の死後，埋没に至る迄の経過がかなり違って

いたと推定される (Pl.6， Figs. 6， 9， 10). 

(A 4) 全体の装飾および殻が浴食されているもの

貝石谷標本は 7%，柿標本は22%となっており，柿標

本の方がより溶食きれているように見える.しかしこれ

ら標本の中で全く臓が失われるまで浴食されているもの

は，貝石谷では10個体のうち 5個体であった.柿標本は

全般的に軽度の溶食であり，貝石谷標本は洛食度が高<， 

Vicatyaは一見すると Vi・ca砂Gではないように見えるこ

とがある (Pl.6， Figs. 7a， b). 

1 変形した標本

(B 1) 幼殻が欠如しているもの

貝石谷標本では48%，そして柿標本では39%のものが

幼殻を欠如しており，これらの中には採集時に欠損した

ものの数も含まれていて，多数の標本の幼殻の欠如とな

る.幼殻部分がi容食によりもろくなり，幼殻の欠如が促

進きれることになると推測される (Pl.6， Figs. 6， 7a， b， 

9， 10). 

(B 2) 荷重により殻の断面が楕円となっているも

グ〉

貝石谷標本では57%が，また柿標本でも57%のものが，

それらの断面が楕円形となっている.これらの荷重圧に

よる変形は貝石谷と柿で閉じ割合で出現し，相違がない

と判断できる.しかし植月中の標本は28個の Vicmyaす

べての断面が楕円となっている (Pl.6， Figs. 5， 6， 8). 

C.溶食と荷重によ り断面が三角形になっているもの
貝石谷標本の15%に認められ，その他の標本には認め

られない.この標本は三角錐となっており，面の一つは

溶食をほとんど受けていないが，他の 2面は溶食されて

はぽ平面となっている.これらの平面の形成は溶食だけ

ではなく荷重も加わっていたのではないかと思われる

(Pl. 6， Fig. 10). 

また VicaりGに二つの溶食薗がみられることは，一度

溶食された後に転勤して別の溶食面が形成されるまでの

時間埋没しなかったと推定される.

D.カキが付着した標本
カキが付着している標本が貝石谷では 9%認められ

る.柿と植月中の楳本でもその可能性カミ考えられるもの

が数個あった.カキは Vicmyaの休層から螺塔にかけて

付着するようである.おそらく員石谷では防caηα の死

後，埋没するまでに柿と植月中より長い時聞があったの

ではなかろうか (Pl.6， Fig. 4). 

1 考察

庄原市貝石谷入口と明賀，および勝央町植月中から採

集された貝類の中で Geloinaと Vicaη切に溶食現象が

認められた.奈義町柿では Vicm)laの他に Telescoρzum

cf. schencki (Taguchi， Pl. 4， Figs. 4， 5， 1981)が溶食さ

れている可能性がある.今後 Geloinaを伴う各地の員化

石群の中で上記以外の種が溶食されているか否か検討・し

てみる必要がある.東南アジアのマングロープ沼では

GeloinaとTelescoρzumが溶食されている(津田ほか，

1993) . 

貝石谷と柿からの Vica1抑を比較すると，溶食は柿よ

りも員石谷標本に著しく ，標本の中には腕も，螺肋も失

われ，更に殻が三角形状に角ばるものがあり，しかもか

なりの VicaηGの後背面が溶食されていることに輿味

を引く .また貝石谷標本ではカキ殻の付着したものがあ

ることかられcaηα の埋没するまでの時間は柿よりも

貝石谷の方が長かったであろうと推定される.また貝石

谷と柿では貝石谷の方が酸性度が高かったことも考えら

れる.

貝石谷および柿からの Vicmyaはともに“現地性"の

ものであろう. しかし貝石谷の襟本は上述のような色々

な経過を経ているが，Vi・cmyaは貝石谷マングロープ沼

環境の生息域から大きく移動しているとは考えられな

い.従って貝石谷のものは鎮西・近藤 (1993) (鎮西清高

研究代表者平成5年科研費(綿研A)における鎮西清

高 ・近藤康生の野外集会資料中の“自生 ・他生などの用

語の統一"から引用)の同相的(indigenous)な貝化石群

集であったと考えられる.ただしここでは“生怠環境の

範囲内で化石化した"は、かりでなく，“その環境がある程

度の時間継続していた"という考えが挿入されている.

津田ほか(1993)は富山県八尾層群と岐阜県瑞浪層群

に多産する Vicaηayokoyamai Takeyamaの殻の溶食
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を報告している.もちろん両層群から Geloinaも産出し

ている.そして八尾層群からの Vicaηα に洛食を受けた

ものが多く，瑞浪層群からの Vica1:Yαには洛食されたも

のが少なし正常で‘保存良好な個体が多いことを述べて

いる.

このように西南日本の各地から産出する Geloinaを

{半った Vicmyaはマングロープ沼環境に生息し，殻の溶

食が認められ，当時の底質は現在のマングロープ沼と同

様に酸性であったことが明らかとなった.

ところが東北日本では Geloinaなどマングロープ沼

に生息する員がほとんど発見されていない地域の

Vicmyaには殻に溶食現象が認められるか否か検討して

みる必要があると考えられ，今後の課題となるであろう.

ま と め

広島県庄原市宮内町貝石谷入口の中新世備北層群下部

砂岩層から Vica1J'aを産出することは古くから知られ

ている.ここから採集される Vicaηα標本には臓を失っ

て異常な形を示すものがしばしば採集された.これがマ

ングロープ沼における殻の溶食によることを知 り，同地

および岡山県奈義町柿などからの Vicmyayokoyamai 

の殻に認められる浴食などの観察を記録・報告した.

その結果の概略は第 1表と第6図版に示きれる.柿標

本は一般に幼殻部分のみが洛食されているのに対し，員

石谷標本はj容食が著しく，腕および螺肋などの装飾が失

われ，断面が三角形状で，殻が転動して浴食されたと考

えらhるものカずある.

観察された VicaりG は Geloinaを伴い，明らかにマ

ンクーロープ沼からのもので，中新世マンクゃロープ沼も酸

性底質の環境であったことが確実となった.

一方東北日本からの Geloina を伴わない地域からの

Vicmyaにも溶食現象が認められるか否かを検討してみ

る必要があろう.また今のところ洛食現象の認められる

ものは Geloina，Vicmyaおよび TelescoPiumだけであ

るが，他の貝類についても検討の必要があると思われる.
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Plate 6 

Fig. 1. Orientation of Vicarya specimen. a，前腹商， -a，後背面;b，左側面;-b，右側面.a--a，前後軸;b--b，左右

軸 .c一一c，上下車dl.
Fig. 2. Geloina yamanei Oyama x 1 

広島県庄原市宮内町貝石谷入口.備北層群下部砂岩層.殻頂部から前中部にかけての部分が溶食されている.

洛食された部分の周辺には藻類 (bluegreenalgae)による微小な傷から溶食が促進されたと思われる小孔の痕

跡が認められる.

Fig. 3. Te?'ebmliaρalustris Linne x 1 

Diahot estuary， New Caledonia，現生.螺塔部分の前腹面は著しく溶食されている.

Figs. 4-10.防ca?ツ'ayokoyamai Takeyama x 1 

広島県庄原市宮内町貝石谷入口.備北層群下部砂岩層.

Fig.4. 螺塔の大部分が欠如する.殻全体が多少溶食きれているように見える.殻底の -aから -bにかけて

の背面にカキが付着する.後背(-a)面を見る.

Fig.5. 幼殻部分が著しく溶食きれている.幼殻を除〈部分は著しく荷重圧を受けて偏平となる.図の右側が

前腹面で，採集時標本は前腹面を下にしていた.

Fig.6. 幼殻部分が折損する.前腹面は洛食により平らになっている.生息時の姿勢が推定できる a軸方向

の荷重圧を受けている.

Fig.7a殻全体が著しく溶食きれている.しかし前腹函にはわずかに腕が残り平である.前腹(a)面と左側(b)

面の境界は角ばりほぼ直角となる.幼殻と基底部は欠如する.

Fig. 7b. Fig. 7aを殻頂側からみた概略図である.

Fig.8. 幼殻から殻の中程まで溶食されている a軸方向の荷重圧を受けている.殻頂部と基底部は欠如する.

Fig.9. 幼殻と後背(-a)面中央の溶食が著，しく，殻はへこむ.殻の中央右側にこのへこみが見える.左側 (b)

面を見る.

Fig.10.殻の断面がほぽ三角形になった標本.前腹面だけが溶食されず臓が残る.

Fig. 11. Vicarya yokoyamai Takeyama x 1 

岡山県奈義町柿.勝困層群吉野累層.幼殻部分が浴食されている.体層部分が変形し，殻が失われている.
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